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   Pulmonary embolism is a rarely recognized urological complication, nevertheless 
postoperative mbolism is of special interest. Moreover, the pulmonary embolism may 
occur after some urological examination. 
   We report five these cases in details. 
   Case 1. 48 years old female. Postoperative  thromboembolism after resection of urethral 
prolapsus. Dead. 
   Case 2 and 3. 70 and 62 years old respectively. Postoperative pulmonary thrombo-
embolism after retropubic prostatectomy. Both cases dead. 
   Case 4. 17 years old male. Pulmonary air (oxigen) embolism caused by retroperitoneal 
air insufflation. Cured. 
   Case 5. 38 years old male. Pulmonary embolism caused by shunting of jelly contrast 




















既往歴:約4年 前に 心臓 病 と云われた 事があつた
が,自 覚症状が軽度なために治療を うけなかつた.





の リンパ腺腫大せず,心 は打 ・聴診によつては特に異
常をみζめない,腹部外観も正常で,右 腎下駆は2横
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指,左腎は下極のみをふれる.膀 胱 部には異 常 は仁
い,外尿道口周辺は全体 として栂指頭大に腫脹してお
り,浮腫状であるが・潰瘍 ・硬結 ・壊死等をみ とめな
い,脈搏は正常で血圧は120～76であつた・
手術及び術後経過 キシロカイソによる腰麻にて
脱出部を輪状に切除し・ 縫 合を行つて手 術を終 り・
Malecotカテーテルを留置した.術 巾には全 く全身





























































い.心 電図にては動脈硬化症による左 室 型を示し,
PQO.2"であつた.持 続遵尿を行つたまま,ホy
バソ5cc2本 を静注したが,食 欲の減退を見,か つ















的血尿は消失したが,口 内炎のためか食 思 不良とな
り,抜糸後手術創は皮下脂肪組織まで移開したが,尿
の流出を見なかつた.カ テFテ ルは第8日 に抜去 した
が,そ の後軽い血尿を来し1日12～16回の頻尿の状態
を示した.手 術後第14日にな り,便意を催し,ベ ツト
上にて排便を行つたがその際可成 りの腹圧を要した模






































術中は順調に経 過 し,止 血剤としては トロンボゲン
10ccヵチPフ200mgを 手術日に使用 した.輸 血量
750cc.手術日よりペニシリY60万単位およびス トレプ







































































































Ochsnerをは じめ 多くの 学者 に よつて 血栓症
が とりあげ られ,本 症は年 々増加 の傾 向を有す
ると述べ られ てお り,血 管外 科 の発達 とともに
重要 視 されつつ ある.血 栓症 ない し血栓性静脈
炎 の合併症 と して遊 離 した血 栓に よる肺栓塞症
はその死亡 率 の高い事 お よび症状 が急激 に発す
るため,常 に予防 治療等 に充分 な知識 が必要
で ある.
血栓症 に肺栓塞 を合 併す る頻度 については,
Ochsnerは580例中264例(45.5%),Albanus
は63例中44例,Smithは122例中28例,Mims
は8～16%に 証 明す ると云われ る.致 死的肺栓
塞 の合併 はQchsnerによると580例 中203例
で,総 入院数 の0.06%に相 当 し,そ の内術後 発
生 が45例で総手術 数の0.37.o/ovaあたる とい う.
彼 の論丈 による とその内泌 尿器科領域 では致死
的肺 栓塞 は11例で,術 後 発生 は9例 の高率で あ
る.一 般 的に術 陵の発生頻度 としてはBarker
の0.96%'sOchsnerO.22%,KistnerO.2,0/o
橋本0.27%,上村0.03.%等と云 われてい るが
手術 の種 類 によつて差 があ る ことは勿論で あつ
て,Barker等 によ ると骨盤外科 において最
高 で5%に 達 し次いで開腹術 に多 く脳外科 では
少い と述 べ られてい る.
我 々の京大泌 尿器科 教室 においては,昭 和25
年稲 田教 授就 任 よ り満6力 年間・に約1000回 に
およぶ後 腹膜 腔お よび骨盤腔外科手術 を行 つて
来 た が,致 死 的肺栓塞症 を術後 合併 したのは前
述 の3例 のみであ るか ら発生 頻度 は約0.3%と
考え られ る.そ の他,右 腎下垂 にて右腎固定術
後 落痛性 白股 腫を来 した1例(42才,女 子)を
経験 した が,本 例 は肺栓塞 に まで進展す る こと
は な く,保 存 的療法 のみ にて治癒 した.
前記 の3例 は,肺 栓塞症 発症 前はいずれ も下
肢 には全 く循環障碍 に よる病変 をみ とめず,か
つ心 臓に も特 に重大 な機質 的変 化をみ とφ なか
つたので,恐 ら く手術 創附近 の血栓 症 ない しは








静脈血栓の成因に関 して最 も重要視 されてい
るのは局所的変化で,局処の緩徐な流血速度,




2後 腹膜腔 気体撮影法 による栓塞 につ いて
1948年Rivasは尾骨前 より穿刺 して後 腹膜
腔 に気体 を注 入 して レ線 撮 影を行 う事 を老 案
し,こ れ は後 腹膜腔気体撮 影法pneumoretro-
peritoneumと呼 ばれ,かつての気 腎法pneu-
morenに代 つて泌 尿器科 領 域 において広 く普
及 してい る.本 法 は極 めて危険 の少 ない検査法
としてLerman等 も紹介 してい るが,そ れ に
よる偶発症 が近時文 献上散見 せ られ る様 になつ
た.Blackwood等は皮下気腫,脊 部 の落痛等
を記載 している.又 直 腸損傷等 も見 られ る.し
か し最 も重篤 なものは気体栓塞で1953年Russ
等 の1例 お よびWilhelmおよびLefkovitsの
死亡例 各1例 の報 告が ある,
我 々の教室 では1953年より本法 を実施 して お
り現 在約250回に達 してい る.注 入気体は酸素
で注 入量 は平均500～1,000ccであ る.注 入時
お よび注入後 に腰 部よ り脊部 にかけて圧迫痛 を
うつ たえ る者 があ るが普通重篤 な偶発症 は見 ら
れ ない.た だ3例 において陰嚢 に皮 下気腫を作
つたが何れ も圧迫 にて治癒 した.叉28才 の腎出
血 の男子 に対 して後 腹膜腔気体撮影法 に経腰 的
大動 脈撮影法 を併用 した所,左 気胸 を偶発 した
症 例を経験 したが保 存的療法 にて治療 した.
前記 の肺栓塞症 汝例 は本法 を我 々の教室 で始
めてか ら短期 日にて経験 したもので,そ の後 の
200例にては全 く偶発症 を知 らない.こ れは本
例の苦い経験 に よる術 者の細心 の注意 に よるも

























や不利な点 もあるので,我 々はCMCを 混じ
て200/,ヨー ドナ トリウム ・ジェ リーとして試用
していた.
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ペニシ リンによ る事故 は米国で も早 くか ら問題 とな り,こ の解
決のため幾多の研究がな されましたが・1952年ペニシ リン過敏
症の不安 もな く,更 に広い抗 菌範囲を有 す る新抗生物質エ リス
自シンが発見 されました.
★ペニシ リン過敏症の方に も安心 して使用 で きます.
★ ペニシリンの適応症に短時 日で確実な効果 を発揮し ます 。
淋疾,肺 炎,百 日咳,気 管支炎,扁 桃腺炎,中 耳炎
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